
 

 

令和８年度(2026 年度)医師の専門研修に関する協議に係る意見聴取について 

 

１ 内容（別添１（国からの通知））  

  医師法第 16 条の 10 の規定に基づき、（一社）日本専門医機構及び関係学会は、専門医

師制度整備指針等及び専門研修プログラム整備基準等について、あらかじめ、厚生労働大

臣に意見を聴き、厚生労働大臣が意見を述べるに当たっては、都道府県知事の意見を聴く

こととされている。 

  都道府県は、医療提供体制の確保に与える影響への配慮の観点から改善を求める事項が

ある場合、地域医療対策協議会の意見を聴いたうえで、厚生労働省へ意見を提出する。厚

生労働省は、都道府県の意見を集約の上、日本専門医機構に対し、意見を提出することと

されている。 

 

２ 厚生労働省への意見（別添２） 

 ・令和７年７月 24 日付けで地域医療対策協議会委員等へ意見を聴取 

  【対象者：地域医療対策協議会委員、県内各医療機関、県内各市町村】 

 ・聴取した意見を取りまとめのうえ、令和７年８月 19 日に厚生労働省へ意見を提出 

 厚生労働省への提出意見は別紙１～３のとおり。 

 

  

３ 基幹施設等の状況（別添３、別添４） 

○19 基本診療科全てで県内の医療機関を基幹施設としたプログラムが立ち上がっている。 

○基幹施設数（合計）：延べ 57 施設（実数 20 施設） 

（R7：延べ 58 施設（実数 21 施設） 

○募集定員数（合計）：366 人 

（R7:募集定員 370 人 採用者数 146 人） 

○連携施設数（合計）：延べ 1,022 施設（実数 121 施設） 

（R7:延べ 961 施設（実数 121 施設）） 

資料５ 
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医政医発 0707 第９号 

令和７年７月７日 

 

各都道府県衛生主管部（局）長 殿 

 

厚生労働省医政局医事課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

医師の専門研修に関する協議について 

 

 

医師の専門研修については、医師法（昭和 23年法律第 201号。以下「法」という。）第

16条の 10の規定に基づき、一般社団法人日本専門医機構（以下「機構」という。）及び基

本領域学会は、医師の研修に関する計画（研修施設、研修を受ける医師の定員及び研修期

間に関する事項が定められているものに限る。）を定め、又は変更しようとするときは、

あらかじめ厚生労働大臣の意見を聴かなければならず、また、厚生労働大臣は、意見を述

べるときは、あらかじめ関係都道府県知事の意見を聴かなければならないとされています。 

令和８(2026)年度の専攻医募集に係る各都道府県診療科における募集定員の上限（以下

「シーリング」という。）については、令和７(2025)年６月 20日に開催された機構の理事

会において、同機構から令和８(2026)年度専攻医シーリング案が了承されたところです。 

つきましては、当該シーリング案の内容について、同条の規定に基づき、各都道府県に

協議しますので、意見を述べるときは、下記の方法に従って、令和７(2025)年８月 19 日

（火）までに御提出いただきますようお願いいたします。 

なお、令和８(2026)年度専攻医シーリング案の詳細については、別添資料１及び２を御

参照ください。 

 

記 

 

１．協議方法 

（１）機構及び基本領域学会から厚生労働省及び都道府県への情報提供 

① 機構及び基本領域学会は、医療提供体制の確保に重大な影響を与える下記ア～エ

の策定又は変更をしようとするときは、厚生労働省に対して策定又は変更に係る情

報を提供すること。 

ア．専門医制度整備指針 

イ．専門医制度整備指針運用細則 

ウ．プログラム整備基準 

エ．ウに基づき作成する領域別研修プログラム 

② 機構及び基本領域学会は、都道府県に対して、個別の研修プログラムの内容
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（ローテーション、専攻医採用人数、指導医数等）について情報を提供すること。 

（２）厚生労働省から都道府県への協議 

 厚生労働省は、協議方法や確認事項を明示した上で都道府県への協議を行う。 

（３）都道府県から厚生労働省への意見 

 都道府県は、２．のとおり確認し、医療提供体制の確保の観点から改善を求める意見

がある場合、地域医療対策協議会の意見を聴いた上で、様式１により厚生労働省に提出

すること。 

  なお、各診療領域のプログラム設置等に対する意見や、個別のプログラムの内容につ

いて意見がある場合は、様式２又は様式３により厚生労働省に提出すること。 

   提出先：厚生労働省医政局医事課 ishi-kensyu@mhlw.go.jp 

   提出期限：令和７(2025)年８月 19日（火）17時 

（４）厚生労働大臣から機構及び基本領域学会への意見 

上記（３）により提出された都道府県の意見を厚生労働省において集約し、必要に応

じ、医道審議会医師分科会医師専門研修部会に諮った上で、機構及び基本領域学会へ意

見を提出すること。 

 

２．都道府県における確認事項 

都道府県は、機構及び基本領域学会から提供された情報について次の事項を確認する。 

（１）令和８(2026)年度専攻医シーリング案について 

 機構が提示した令和８(2026)年度専攻医シーリング案が、都道府県内の医師確保対策

や偏在対策に資するものとなっていること。（様式１） 

（２）専門研修プログラムについて 

① 各診療領域のプログラムに共通する内容については、例えば、以下のように都道

府県内の医師確保対策や偏在対策に資するものとなっていること。（様式２） 

・ 内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科及び麻酔科については、原

則として、都道府県ごとに複数の基幹施設が置かれていること。 

・ 診療科別の定員配置が都道府県内の医師確保対策や偏在対策に資するものに

なっていること。 

② 個別のプログラムの内容については、例えば、以下のように都道府県内の医師確

保対策や偏在対策に資するものとなっていること。（様式３） 

・ プログラムの連携施設及びローテーションの設定並びに採用人数が都道府県の

偏在対策に配慮したものであること。 

・ プログラムの廃止がある場合は、それによって地域の医療提供体制に多大な影

響を与えないこと。 

・ 特定の地域や診療科において従事する医師を確保する観点から、地域枠等の従

事要件に配慮した研修プログラムであること。 

 

以上 
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2026(令和８)年度の専攻医募集（案）
について

日本専門医機構

1

別添資料１
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○ 令和８年度については、今後に向けた運用上の課題の把握等も念頭にしながら、基本的には、令和７年１
月30日医道審議会医師分科会医師専門研修部会において厚生労働省より示された案を踏まえた方針とす
る。

○ 令和７年度のシーリングからの具体的な変更点等は、以下のとおり。

方針（案）

2026年度専攻医募集におけるシーリングについて

2

・ これまでの「当該都道府県別診療科の平均採用数及び必要養成数」ベースの算出から、
「当該診療科の全国専攻医採用数及び都道府県人口を加味すること」を基本とした算出とす
る。
・ 連携プログラムの連携先での研修を含め、地域における専門研修の質の向上を図る観点か
ら、例えば、大学病院等の基幹病院から指導医を地域に派遣した実績を有する場合につい
ては、以下のような観点で定員数への反映を行う。
・ 指導医の派遣に係る実績に応じて、通常プログラムの定員数を増加する。
・ 指導医不足がより顕著な地域への指導医の派遣については、更なる評価を行う。
・ こうした評価に当たっては、連携プログラムの定員数とのバランスの確保やシーリング制
度の趣旨等の観点で、一定の上限を設ける。

通常プログラム

・ 令和７(2025)年度採用までの状況からの激変を緩和する観点で、直近の過去３年間の平均
採用数を満たすまで連携プログラムの定員数の設定を許容する考え方は、維持する。
・ 各プログラムの採用数の比については、激変を緩和する観点から、 令和７(2025)年度のも
のを維持する。
・ 特別地域連携プログラムをシーリング内に設置する。

連携プログラム

・ シーリング数が全国採用数の一定割合に満たない場合の配慮を引き続き実施する。その他

- 5 -



【令和８年度募集】シーリングの設定方法について①

シーリング対象とする都道府県診療科の選定２．
「平成30年(2018年)の医師数」≧「平成30年(2018年)の必要医師数」

かつ「平成30年(2018年)の医師数」≧「令和６年(2024年)の必要医師数」を満たす都道府県診療科。
※過去３年間（令和５-７年度）の採用数の平均が５人以下の場合は、シーリング対象外とする。
※令和８年度(2026年度)については、「令和４年(2022年)の医師数」＜「令和６年(2024年)の必要医師数」を満たす場合はシーリン
グ対象外とする。

※「医師数」は、いずれも性年齢構成を反映した仕事量に換算した人数。

シーリング対象の診療科 ※変更なし１．
内科、小児科、皮膚科、精神科、整形外科、眼科、耳鼻咽
喉科、泌尿器科、脳神経外科、放射線科、麻酔科、形成外
科、リハビリテーション科の13診療科

例外としてシーリングの対象外とする診療科は、
外科・産婦人科１)、病理・臨床検査２)、救急・総合診療科３)
の６診療科
１)平成6年度と比較して平成28年度の医師数自体が減少しているなどの理由
２)専攻医が著しく少数である等の理由
３)今後の役割についてさらなる議論が必要とされている等の理由

通常プログラム数の設定３．
（１）通常プログラムの基本数：
当該診療科の過去３年間の全国専攻医採用数の平均×（都道府県の人口/全国の総人口）
※小児科については、（都道府県の15歳未満人口/全国の15歳未満総人口）とする。

（２）通常プログラムの加算数：
（１）の数が、過去３年間の平均採用数に達していない場合、「過去３年間の平均採用数に達しない範囲」かつ

「通常プログラム基本数の1５％までの範囲」で、通常プログラムの加算を可能とする。
※（１）においては、直近の過去3年間平均採用数を超えて設定することを許容。一方で、（２）は過去３年間平均採用数に満たな
い範囲で加算することとする。

3（次ページに続く）- 6 -



【令和８年度募集】シーリングの設定方法について②

連携プログラムの設置４．
（３）連携プログラムの設置数
３．による通常プログラム数が、過去３年間の平均採用数に満たない場合、過去３年間の平均採用数に達しない範

囲で、連携プログラムの設置を可能とする。
ただし、当該年度の通常プログラムにおける地域貢献率（※）が原則20％以上であることを連携プログラムの設

定のための必須条件とする。
Σ（各専攻医が「シーリング対象外の都道府県」及び「当該都道府県の医師少数区域」で研修を実施している期間

（※）地域貢献率＝
Σ（各専攻医における専門研修プログラムの総研修期間）

（４）連携プログラムの内訳の設定
連携プログラムは、令和７年度募集のシーリング数と同様の内容及び比率（設定数）とする。
（イ）連携プログラム（都道府県限定分以外）
（ロ）連携プログラム（都道府県限定分）
（ハ）特別地域連携プログラム

※３．の時点で、直近の過去3年間平均採用数を超えた場合は、連携プログラムは設置されない。
※令和８年度においては、特別地域連携プログラムを連携プログラム（都道府県限定分を含む）へ振替えることを許容。

留意事項
＜シーリング数が全国採用数の一定割合に満たない場合の配慮＞
・算出されたシーリング数が、当該診療科の過去３年間の全国専攻医採用数の平均の1.7%に満たない場合、前回
シーリング数を超えない範囲で通常プログラムを追加することを可能とする。

＜シーリング対象外とする医師＞ ※変更なし
・①又は②の医師のうち、専攻医期間に医師少数区域又は医師少数スポットで専門研修を行う予定の者。
① 都道府県と卒業後一定期間、当該都道府県内で医師として就業する契約を締結した者（修学資金の貸与の有無を問わない）
② 自治医科大学を卒業した医師

・既に基本領域専門医を取得済みのダブルボード取得希望者。 4- 7 -



シーリングにおける各プログラムについて

5

連携先の研修期間連携先

1年6ヶ月以上足下充足率0.8以下の都道府県都道府県限定分

1年6ヶ月以上シーリング対象外の都道府県
連携プログラム
(都道府県
限定分を除く)

1年以上
足下充足率0.7以下
（小児科は0.8以下）の
都道府県の医師少数区域等

特別地域連携
プログラム

募集や採用にあたり
生じる要件はない
※基本領域毎のプログラム
整備基準において定められる
地域研修等の要件はある

募集や採用にあたり
生じる要件はない
※基本領域毎のプログラム
整備基準において定められる
地域研修等の要件はある

通常プログラム

※精神科は、他に精神保健指定医連携枠を設置することが可能。

通常募集
プログラム
（基本数）

連携
プログラム

都道府県
限定分

直近の過去３年間の
平均採用数の
一定割合に満たない分
（各プログラムの割合は、
令和７年度のものを維持）

当該診療科の
直近の過去３年間の
全国専攻医採用数の平均
×（都道府県人口/全国の総人口）

加算分

直近の過去３年間の平均採用数
の一定割合に満たない場合、
所定の要件を満たす場合に加算
（上限あり）

特別地域連携
プログラム

○ シーリングの内訳としては、基本となる「通常プログラム」のほか、採用数の激変緩和の観点から設けられた「連携プログ
ラム」がある。

○ 連携プログラムには、地域医療に資する観点から、シーリング対象外の都道府県での一定期間の研修を設けており、さら
に一部のプログラムについては連携先都道府県を足下充足率の低い地域に指定している。

○ さらに、令和５(2023)年度専攻医採用から導入された特別地域連携プログラムは、足下充足率が低い都道府県の医師少
数区域に指定している。

○ 令和８年度においては、特別地域連携プログラムを連携プログラム（都道府県限定分を含む）へ振替えることを許容。
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【令和８年度募集】専門研修指導医の派遣実績の定義等

6

○ 専門研修指導医の派遣実績とするのは、以下の（１）と（２）のいずれも満たす場合とし、実績を収集した。

（イ）専門研修施設（基幹施設または連携施設）又はその認定を受けよ
うとする医療機関への派遣であること

（ロ）シーリング対象外の都道府県への派遣であること

（イ）原則、各基本領域の専門研修プログラム整備基準に定める専門研修
指導医の要件を満たす医師であること

（ロ）派遣元と派遣先の連携・調整により派遣された医師であること

（ハ）専攻医の指導を行うこと等を通じて、専門研修の充実に資する勤務
形態であること

具体例
・ 派遣元から、出向等の形式で異動した上で、所定の期間が経過した後
に派遣元に戻る予定の医師

・ その他、派遣元から専攻医を受け入れて指導を行っているなど、専門
研修環境の向上に資する医師

・ いわゆる医局からの派遣も実績の対象としてよい
留意事項
・ 双方の合意形成の元で派遣されている医師に限ること。調整の事実が
ないことが疑われる場合は改めて確認する場合がある。

具体例
・ 常勤/非常勤の勤務形態や、派遣期間によらず、専攻医の指導に当た
ることが想定される場合

・ 週当たり勤務日数が週５日未満の場合や月単位の勤務（例：週３日の
非常勤勤務を６か月間行う場合など）であっても、専攻医の指導を担当
しうる場合

留意事項
・ 週あたり派遣日数については、概ね半日（午前または午後）以上の勤
務を１日とカウントする。

・ 派遣期間については、概ね半月以上を１か月とカウントする。
・ 常勤医とは、派遣先で週32時間以上勤務する医師を指す。

留意事項
・ 報告時点で研修施設となっていないものの、指導医が派遣される
ことにより、研修施設の要件を満たし、研修施設としての学会の認
定を受けようとしている場合も、研修施設への派遣実績に含める。

具体例
・ 連携プログラム等の連携先要件を満たす地域への派遣

留意事項
・ 指導医と専攻医が共に派遣先（連携先）で勤務することが望ましい
が、指導医単独での派遣も実績に含めることができる。

・ 派遣先については、派遣元の研修プログラムの連携施設のみなら
ず、他のプログラムの基幹施設や連携施設も実績に含めることが
できる。

（１）医師や派遣先における勤務形態 （２）派遣先
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【令和８年度募集】専門研修指導医の派遣実績の枠数への換算

7

○ 専門研修指導医の派遣実績とするのは、以下の（１）と（２）のいずれも満たす場合とし、実績を収集した。

（１）全派遣実績については、１人年に対し、0.5枠に換算する。
（２）より高い評価を行うこととした「指導医派遣のニーズがより高い地域への派遣」に該当する地域は、「足下充足率0.7

以下の都道府県」とし、この地域への派遣実績は、１人年に対し、さらに0.5枠分の換算を可能とする。

（全派遣実績(人年)）× 0.5枠
＋（足下充足率0.7以下の都道府県への派遣実績(人年)）×0.5枠

１．指導医派遣実績の加算枠数への換算方法

加算数の上限は、通常プログラム基本数の15％分とし、この上限の範囲内で、上記１．の換算枠数の加算を可能とする。

２．加算数について

令和８年度の換算後枠数及び加算数を別紙に示す。

３．令和８年度の加算数
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専門研修指導医の派遣実績及び加算数

8

④③②①

加算数

実績の加算
数への換算
（②×0.5
＋④
×0.5）

③による派
遣実績

（人・年）

派遣医師人数（人）
のうち、派遣先が足
下充足率0.7以下へ
の派遣（人）

①の派遣
実績
（人・
年）

加算上限都道府県領域

50649415543884126550東京都内科
913321232453039京都府内科
865371261738大阪府内科
3622993和歌山県内科
6109002192406岡山県内科

1849119715518福岡県内科
360011113長崎県内科
961111222349東京都小児科
5241147625東京都皮膚科
180015521京都府皮膚科

1080131514716910東京都精神科
1300551石川県精神科
1351168731岡山県精神科
24008102福岡県精神科
1112291佐賀県精神科

121776912028540612東京都整形外科
2470093982京都府整形外科
458221141474福岡県整形外科

次項に続く- 11 -



専門研修指導医の派遣実績及び加算数（続き）

9

④③②①

加算数

実績の加算
数への換算
（②×0.5
＋④
×0.5）

③による派
遣実績

（人・年）

派遣医師人数
（人）のうち、派
遣先が足下充足率
0.7以下への派遣

（人）

①の派遣
実績
（人・
年）

加算上限都道府
県領域

652271021676東京都眼科
1170035501京都府眼科
3160032403大阪府眼科
4383673894東京都耳鼻咽喉科
2200572愛知県耳鼻咽喉科
1190037391京都府耳鼻咽喉科
1370073771京都府泌尿器科
41741201502282904東京都脳神経外科
699831431162046東京都放射線科
163221251441京都府放射線科
1210042421岡山県放射線科
1163329351福岡県放射線科
81201022421372908東京都麻酔科
2291756762京都府麻酔科
14678851221岡山県麻酔科
0000001沖縄県麻酔科
445101380944東京都形成外科
288118122兵庫県形成外科

236202251562東京都リハビリテー
ション科
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    （別紙１） 

国から都道府県への協議に関する意見 

 

【都道府県での確認事項について】（国通知抜粋） 

(１) 令和８(2026)年度専攻医シーリング案について 

機構が提示した令和８(2026)年度専攻医シーリング案が、都道府県内の医師確保対策や偏在

対策に資するものとなっていること。 

 

 

１．令和８(2026)年度シーリング案に関する意見 

・『令和８年度専攻医採用から、特別地域連携プログラムの定員数をシーリング枠内で実

施する案が示されているが、当該プログラムの連携施設の候補一覧を作成、公表する

等、研修プログラム基幹施設が連携先を検討、設定しやすい環境を整備するととも

に、地域偏在是正の実効性を検証しながら引き続き必要な改善を行うこと。』 

（「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言） 

 

・大学病院等の基幹病院からの指導医の地域への派遣実績を定員数に反映することは、

指導医の派遣を促すインセンティブとなるため好ましいと考えるが、一方で、定員数

が際限なく加算されてしまうとシーリング制度を設けた本来の趣旨から外れるため、

加算上限については厳格に適用していただきたい。 

 

・加算定員数の算定に用いられている資料によると、足下充足率が低い地域への指導医

の派遣実績はあるものの、それでもなお医師少数県においては指導医が不足している

状況であるため、足下充足率が高い県に所在する大学病院等の基幹病院から、足下充

足率が低い県への指導医派遣が活発となるように、医師少数県への指導医の新規派遣

を評価するなど、更なる措置を講じることを検討いただきたい。 

 

 

２．その他の意見 

・特別地域連携プログラムが、県内の医師偏在の是正に寄与しているのか、診療科ごと

に検証していただきたい。 

 

 

  

別添２ 
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    （別紙２） 

  各診療領域のプログラムに共通する意見 

 

【都道府県での確認事項について】（国通知抜粋） 

(２) 専門研修プログラムについて 

① 各診療領域のプログラムに共通する内容については、例えば、以下のように都道府県内の医

師確保対策や偏在対策に資するものとなっていること。 

・ 内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科及び麻酔科については、原則として、

都道府県ごとに複数の基幹施設が置かれていること。  

・ 診療科別の定員配置が都道府県内の医師確保対策や偏在対策に資するものになっているこ

と。 

 

１．複数の基幹施設設置に関する意見（内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人

科、及び麻酔科のみ） 

・本県においては、内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科及び麻酔科につ

いては複数の基幹施設が置かれており、概ね問題は無いと考える。 

 

・なお、専門研修医の応募が無いにも関わらず、基幹施設を維持するために必要な書類

作成などに追われてしまうことのないよう、地域の実情によっては必ずしも複数の基

幹施設を置く必要がないことを明示すべきではないか。 

 

２．診療科別の定員配置に関する意見 

・『専攻医募集定員に係るシーリングについては、見直し後も、激変緩和措置により大都

市部の募集定員固定化が懸念されることから、医師の偏在是正を図るため、将来の医

療需要を踏まえ、各都道府県・各診療科の必要な医師養成数を定めた上で、厳格に実

施すること。』 

 

・『激変緩和措置として設けられている連携プログラムについては、シーリング対象外の

都道府県における専攻医確保に資するよう厳格に運用するとともに、その効果が大都

市近郊の都道府県に集中しないよう、都市部の病院と医師少数県の病院を仲介する仕

組みを設けるなど、必要な対策を講じること。』 

（「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言） 

 

３．その他の意見 

・『シーリング制度において、専門研修の質の向上に資する指導体制の構築及び指導医に

対するニーズの高い地域への指導医の派遣を評価する仕組みを設けることが検討され

ているが、指導医を派遣した都市部の病院や、指導医として派遣される医師本人への

インセンティブの付与等により、都市部から地方へ指導医が派遣される実効性のある

仕組みを創設すること。』 

（「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言） 
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（別紙３） 

  個別のプログラムに関する意見 

 

【都道府県での確認事項について】（国通知抜粋） 

(２) 専門研修プログラムについて 

② 個別のプログラムの内容については、例えば、以下のように都道府県内の医師確保対策や偏

在対策に資するものとなっていること。 

・ プログラムの連携施設及びローテーションの設定並びに採用人数が都道府県の偏在対策に

配慮したものであること。 

・ プログラムの廃止がある場合は、それによって地域の医療提供体制に多大な影響を与えな

いこと。 

・ 特定の地域や診療科において従事する医師を確保する観点から、地域枠等の従事要件に配

慮した研修プログラムであること。 

 

１．プログラムの連携施設及びローテーションの設定に関する意見 

・（一社）日本専門医機構から提供されたローテーション情報は、ローテーションが未入

力・未定の基幹施設も多いため、どの程度偏在対策に効果があるか不明確である。 

 

・これまでのローテーションの実績（県外病院から県内病院への流入、県内病院から県

外病院への流出等）についても情報提供していただきたい。 

 

・連携施設の認定が年１回のみのため、研修に支障のない範囲で、年度途中でも随時連

携施設を追加して研修に出せるような仕組みにしていただきたい。 

 

２．プログラムの採用人数に関する意見 

・各プログラムの定員設定にあたっては、実際の応募人数・採用人数等を勘案の上、定

員が過多とならないよう、適切な設定となるようにすること。また、定員と応募人

数・採用人数については、自県内に基幹施設・連携施設があるプログラムのみなら

ず、すべてのプログラムについて確認できるようにしていただきたい。 

 

・志望者が少ない診療科に対しては、連携施設として受け入れる人数に応じて基幹プロ

グラムの採用人数を増減できるよう、例えば、「１～３名」というように幅を持たせた

定員設定を可能とするなど、柔軟な対応を可能としていただきたい。 

 

３．地域枠医師等への配慮に関する意見 

・地域枠医師として医師不足地域を中心に勤務した場合であっても、専門医資格の取得

や更新ができないことが無いよう、ローテーションへの配慮や必要に応じて専門医認

定・更新に係る基準等を見直すなど当該医師が適正にキャリアを詰めるよう柔軟に対

応していただきたい。 
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・『地域枠からの離脱について、不同意と認定することで都道府県が法的な責任を負うこ

とのないよう、同意／不同意の基準を明確に示すなど、国の積極的な関与により、実

効性のある仕組みを整備すること。』 

（「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言） 

 

・国の地域枠の定義においては、従事要件９年間のうち４年程度を医師の確保を特に図

るべき区域（医師少数区域等）で勤務することとされている。一方で、特に高度医療

については、拠点となる病院に医療資源を集約し、複数の二次保健医療圏にまたがる

広域の体制により医療を提供しており、拠点病院が医師多数区域に所在している場合

であっても、隣接する医師少数区域の患者の多くを診療している。このような拠点病

院で勤務をしている場合については、必ずしも医師少数区域での勤務を要件にしない

など、地域枠の定義における従事要件を見直していただきたい。 

 

４．その他の意見 

・『シーリング制度において、専門研修の質の向上に資する指導体制の構築及び指導医に

対するニーズの高い地域への指導医の派遣を評価する仕組みを設けることが検討され

ているが、指導医を派遣した都市部の病院や、指導医として派遣される医師本人への

インセンティブの付与等により、都市部から地方へ指導医が派遣される実効性のある

仕組みを創設すること。』 

（「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言） 
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別添３

水戸協同病院 8 3 2 2 1 2 1 1 12
水戸済生会総合病院 4 5 1 3 1 1 11
水戸医療センター 4 5 3 1 9
県立中央病院 6 4 1 3 3 1 1 1 1 15
日立総合病院 5 1 3 2 1 1 1 9
ひたちなか総合病院 5 4 2 6 1 1 1 1 16
土浦協同病院 7 1 2 1 2 2 1 9
筑波記念病院 3 1 2 1 3 2 1 10
筑波大学附属病院 50 4 4 3 3 3 4 8 1 2 32
筑波メディカルセンター病院 3 1 1 1 1 1 5
東京医大茨城医療センター 5 3 2 2 2 3 1 13
ＪＡとりで総合医療センター 3 1 1 1 3
牛久愛和総合病院 3 1 1 2 4
県外プログラム 34 11 19 9 14 16 21 5 6 135

合計 106 65 (8) 28 (8) 44 (12) 23 (5) 25 (3) 36 (7) 43 (9) 8 (4) 11 (4) 283 (60)
水戸医療センター 6 3 2 1 6
県立中央病院 1 2 1 2 5
日立総合病院 2 1 1
土浦協同病院 3 1 1 2
筑波記念病院 2 1 2 1 2 1 7
筑波大学附属病院 20 8 3 2 2 2 3 7 1 2 30
県外プログラム 18 4 1 3 4 5 9 3 4 51

合計 34 32 (9) 10 (5) 10 (3) 8 (4) 6 (3) 8 (5) 17 (8) 4 (4) 7 (4) 102 (45)
土浦協同病院 3 1 2 1 1 5
筑波大学附属病院 15 3 2 2 2 3 4 1 17
県外プログラム 6 1 2 1 3 1 14

合計 18 9 (3) 4 (2) 0 (0) 6 (2) 3 (2) 4 (3) 8 (5) 1 (1) 1 (1) 36 (19)
筑波大学附属病院 6 3 1 2 1 7
県外プログラム 2 2 4

合計 6 3 (3) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 2 (1) 2 (2) 2 (2) 0 (0) 1 (1) 11 (10)
筑波大学附属病院 6 3 1 1 1 1 2 2 1 12
県外プログラム 8 3 0 2 3 6 2 2 26

合計 6 11 (6) 4 (2) 1 (1) 3 (2) 4 (2) 8 (4) 4 (4) 0 (0) 3 (3) 38 (24)
筑波大学附属病院 4 5 1 2 2 2 4 1 17
県外プログラム 1 1 2 2 1 7

合計 4 6 (5) 1 (1) 2 (2) 0 (0) 3 (2) 4 (3) 6 (5) 0 (0) 2 (2) 24 (20)
筑波大学附属病院 3 1 1
県外プログラム 0

合計 3 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1)
筑波大学附属病院 9 4 2 2 1 1 2 2 1 1 16
筑波記念病院 2 1 1
筑波メディカルセンター病院 3 2 1 1 1 1 6
土浦協同病院 6 1 1 1 3
県外プログラム 5 4 3 1 1 4 1 2 21

合計 20 13 (4) 7 (2) 5 (3) 2 (2) 2 (1) 8 (3) 4 (3) 1 (1) 5 (1) 47 (20)
筑波大学附属病院 5 5 1 1 1 1 9
県外プログラム 2 3 1 4 2 1 2 15

合計 5 5 (5) 2 (2) 0 (0) 3 (1) 2 (2) 5 (3) 2 (2) 2 (1) 3 (3) 24 (19)
筑波大学附属病院 5 2 1 2 1 2 4 1 13
筑波記念病院 2 1 2 1 1 5
県外プログラム 1 1 2 4

合計 7 3 (3) 1 (1) 4 (2) 0 (0) 3 (2) 3 (2) 7 (5) 0 (0) 1 (1) 22 (16)
筑波大学附属病院 8 4 1 1 1 4 11
東京医大茨城医療センター 2 1 1
県外プログラム 1 5 2 8

合計 10 4 (4) 1 (1) 1 (1) 0 (0) 2 (1) 6 (1) 6 (5) 0 (0) 0 (0) 20 (13)
水戸協同病院 3 3 1 1 1 1 1 1 1 10
土浦協同病院 3 1 1 2
筑波大学附属病院 17 3 1 1 2 1 5 6 1 1 21
県外プログラム 12 11 7 3 0 8 2 1 44

合計 23 19 (8) 13 (4) 2 (1) 10 (4) 4 (2) 6 (6) 16 (8) 4 (2) 3 (2) 77 (37)
県立こども病院 5 3 1 3 1 1 1 10
土浦協同病院 6 2 1 1 1 1 6
筑波大学附属病院 10 3 1 2 2 3 1 1 13
県外プログラム 2 1 1 2 1 4 1 12

合計 21 10 (4) 2 (1) 7 (3) 2 (2) 3 (1) 5 (3) 8 (5) 2 (1) 2 (2) 41 (22)
筑波大学附属病院 18 2 1 1 1 3 1 9
東京医大茨城医療センター －
県外プログラム 0 1 1 4 3 9

合計 18 2 (2) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 2 (1) 7 (3) 4 (3) 0 (0) 0 (0) 18 (12)
筑波大学附属病院 7 5 1 1 1 1 3 3 1 16
県立こころの医療センター 2 2 1 1 4
栗田病院 2 2 1 3
丸山荘病院 4 1 1
ホスピタル坂東 2 2 2
県外プログラム 3 4 1 8 3 5 1 25

合計 17 12 (6) 5 (2) 3 (1) 1 (1) 9 (3) 10 (4) 9 (4) 1 (1) 1 (1) 51 (23)
筑波大学附属病院 6 5 1 2 2 3 4 1 1 19
東京医大茨城医療センター 2
県外プログラム 6 1 2 2 1 2 14

合計 8 11 (6) 2 (2) 0 (0) 2 (2) 2 (2) 5 (4) 6 (6) 2 (2) 3 (3) 33 (27)
土浦協同病院 5 1 1 1 3
筑波大学附属病院 8 6 3 1 1 2 2 2 2 19
県外プログラム 7 2 3 2 9 4 2 3 32

合計 13 13 (8) 3 (3) 4 (1) 5 (3) 4 (3) 11 (3) 7 (6) 2 (2) 5 (4) 54 (33)
筑波大学附属病院 13 4 1 1 2 3 3 1 15
東京医大茨城医療センター 2 0
県外プログラム 2 1 1 5 1 10

合計 15 6 (6) 1 (1) 1 (1) 2 (2) 2 (2) 3 (3) 8 (5) 0 (0) 2 (3) 25 (23)
城南病院 － 0
筑波大学附属病院 10 2 2 5 1 2 1 3 1 1 18
筑波メディカルセンター病院 2 2 2 3 2 1 3 1 1 15
北茨城市民病院 2 3 2 1 6
東京医大茨城医療センター 12 1 2 2 1 1 2 1 10
水海道さくら病院 6 1 1
県外プログラム 11 3 19 2 7 13 5 2 3 65

合計 32 19 (6) 11 (4) 29 (9) 4 (2) 12 (2) 18 (4) 13 (4) 4 (2) 5 (3) 115 (36)

366 243 (22) 96 (14) 115 (17) 72 (9) 90 (10) 150 (14) 170 (16) 31 (10) 55 (9) 1022 (121)

総合診療
（5）

小児科
（3）

放射線科
（1）

精神科
（5）

眼科
（2）

脳神経
外科
（2）

麻酔科
（2）

救急科
（4）

形成外科
（1）

リハビリ
テーション

科
（2）

皮膚科
（2）

整形外科
（3）

臨床検査
（1）

内科
（13）

外科
(6）

産婦人科
（2）

耳鼻
咽喉科
（1）

泌尿器科
（1）

病理
（1）

土浦 つくば 取手・竜ケ崎 筑西・下妻 古河・坂東 合計

R7.10　医療人材課

R8専門研修プログラム基幹施設・募集定員・連携施設等集計

診療領域 基幹施設
募集
定員

延べ連携施設数（連携施設・関連施設）　( )は実施設数 

水戸 日立
常陸太田・
ひたちなか

鹿行

○19基本診療科全てで県内の医療機関を基幹施設としたプログラムが立ち上がっている。
○基幹施設数（合計）：延べ57施設（実数20施設） (R7：延べ58施設（実数21施設）
○募集定員数（合計）：366人 （R7:募集定員370人 採用者数146人）
○連携施設数（合計）：延べ1,022施設（実数121施設） （R7:延べ964施設（実数121施設））
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別添４

令和8年度（2026年度）専門研修プログラムについて（日本専門医機構からの情報提供に基づくもの）

※日本専門医機構から情報提供のあったプログラム（県内医療機関）を基に集計したものです。今後変更となる可能性があります。(赤字は昨年度からの変更箇所。) R7(2025).10.1　医療人材課
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水戸協同病院 8 5 8 基幹 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
○那珂記
念CL ○ ○ ○ 〇 ○ 33

水戸済生会総合病院 4 1 4 ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4

水戸医療センター 4 0 4 ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

県立中央病院 6 4 6 ○ ○ ○ 基幹
○七会診
療所 ○ ○ ○

○美和診
療所 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 1

日立総合病院 5 3 5 ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

ひたちなか総合病院 5 3 5 ○ ○ ○ ○ ○
○西成田
医院

基幹 ○ ○ ○

○おやけ
ＣＬ

○やまき
内科ＣＬ
○吉成医
院

○ ○ ○ ○ 7

土浦協同病院 7 5 7 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 基幹 ○ ○ ○ 14

筑波記念病院 3 2 3 ○ ○
○鹿嶋
ハート
CL

○ 基幹 ○ ○
○筑波
総合Ｃ
Ｌ

○ ○ ○ 2

筑波大学附属病院 50 33 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○日製多
賀ＣＬ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

筑波メディカルセン
ター病院

3 1 3 ○ 〇 〇 〇 基幹 〇 4

東京医大茨城医療セン
ター

5 0 5 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ 3

ＪＡとりで総合医療セ
ンター

3 2 3 ○ ○ ○ 基幹 22

牛久愛和総合病院 3 0 3 ○ ○ ○ 基幹 ○ 0

県外プログラム

○東京
医療Ｃ
○防衛
医大

◯飯塚病
院

◯自衛隊
中央

◯埼玉医
大

○島根大
○都立多
摩総合医
療C
○中頭
〇岡山大
○湘南鎌
倉

○浦添総
合

○友愛医
療C

○川崎幸
○国際医
療福祉
○会津医
療C

○東京ベ
イ浦安市
川

○帝京大
ちば

○亀田総
合

○東京女
子医大
○順天堂
大

○耳原総
合

◯JCHO東
京新宿
○千葉大
○新潟大
○日大板
橋

○手稲渓
仁会病院

○東北
大

◯東京
医大
○東京
女子医
大

○日赤
医療C

○東葛
○船橋
二和
○埼玉
協同

○汐田総
合病院
（水戸ブ
レイン
ハート）

◯同愛
記念
○東大
○横浜
労災
○都健
康長寿
医療C
○大阪
公立大
○神戸
赤十字

○昭和
医大
○昭和
医大藤
が丘
○昭和
医大江
東豊洲
○昭和
医大横
浜市北
部

○日本
医大

◯諏訪中
央

○昭和医
大

○昭和医
大藤が丘
○昭和医
大江東豊
洲

○昭和医
大横浜市
北部

○科学大
○島根県
立中央病
院

○自治
医大
○科学
大

○日大
板橋

○国保
旭中央
○昭和
医大
○日赤
医療C

○練馬
光が丘
○東京
北医療
C

○獨協
医大
○東京
女子医
大

○東京
女子医
大八千
代医療
C

○岡山大
（藤井病
院）

◯昭和
医大横
浜市北
部

○昭和
医大江
東豊洲
○日本
医大
○昭和
医大
○昭和
医大藤
が丘
○杏林
大

○茨木
病院

○オー
ル佐賀
（前田
病院）
○帝京
大（鹿
嶋ハー
トCL）

◯平塚共
済

◯災害医
療C

◯都立多
摩総合医
療C

◯市立青
梅総合医
療C

◯都立大
塚

○都立豊
島

○草加市
立

○科学大
○武蔵野
赤十字
○横須賀
共済

○横浜市
立みなと
赤十字
○同愛記
念病院

○自治
医大
○練馬
光が丘

◯東京
医大
○都立
墨東

○小張
総合
○横浜
労災
○都立
墨東
○防衛
医大
〇東大
○産業
医大
○大阪
公立大

○東京
医療C
○大久
保病院
○都立
墨東病
院

○昭和
医大江
東豊洲
○昭和
医大
○昭和
医大藤
が丘
○昭和
医大横
浜市北
部

○東京医
大

◯戸田中
央総合
○東京医
大八王子
○東京品
川病院
○東京逓
信病院

○東京
女子医
大

◯都立多摩
総合医療C
◯武蔵野赤
十字

◯都立大塚
○都立豊島
◯さいたま
赤十字

○草加市立
○科学大
○横須賀共

済
〇市立青梅
総合医療C
〇平塚共済
○都立墨東
○日産厚生
会玉川

○秀和総合
○同愛記念
病院

○NTT
東日本
関東

○自治
医大
○獨協
医大

○獨協医
大

○獨協
医大

○豊田
厚生
（八千
代病
院）

○獨協
医大
○獨協
医大埼
玉

○自治
医大
○自治
医大さ
いたま
医療C

○湘南
藤沢徳
洲会
○宇治
徳洲会

水戸医療センター 6 0 6 ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ 1

県立中央病院 1 0 1 ○ 基幹 ○ ○ ○ ○

日立総合病院 2 1 2 基幹 ○

土浦協同病院 3 1 3 ○ 基幹 〇 1

筑波記念病院 2 0 2 ○ ○ ○ ○ ○
○鹿嶋
ハート
CL

基幹 ○ 2

筑波大学附属病院 20 10 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

県外プログラム

○東京
医大八
王子医
療Ｃ
○慶應
大

○東海
大

〇藤田
医科大
○国際
医療福
祉大成
田

○新潟大

○東北
大

○科学
大

◯杏林
大

○防衛
医大
○東大
○昭和
医大

○亀田
総合
○東大
○順天
堂大
○日大

○東北
大

○東京
医大

○防衛
医大
○東大
○昭和
医大

○昭和
医大

○自治
医大

○杏林
大

○東邦
大佐倉

○日本
医大

○科学大
○聖隷浜
松病院

◯昭和医
大学横浜
市北部
○昭和医
大

○東京
医大
○東大
○自治
医大さ
いたま

○関西
医大

○東京
女子医
大附属
八千代

○東京医
大

○東京女
子医大
○獨協医
大埼玉

○東京
女子医
大

○聖マ
リアン
ナ医科
大

○獨協
医科埼
玉

○科学大 ○日大
○慈恵
医大

○獨協医
大

○自治
医大

○獨協
医大
（さく
らがわ
地域医
療C）

○獨協
医大
○科学
大

○自治
医大

○順天
堂大

土浦協同病院 3 0 3 ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ 2

筑波大学附属病院 15 6 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

県外プログラム

○昭和
医大
○昭和
医大横
浜市北
部

○産業
医大

◯昭和
医大
○昭和
医大横
浜市北
部

○亀田
総合

○金沢
医大

○東邦
大医療
Ｃ佐倉
○杏林
大

○科学大
○東京医
大

○科学大
○科学
大

○東京
医大
（城西
病院）

筑波大学附属病院 6 0 6 ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○

県外プログラム
○科学大
○埼玉医
大

○東京医
大

○科学大

筑波大学附属病院 7 5 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ 11

県外プログラム

○東邦
大医療
C大森
○東邦
大医療
C佐倉

○国際医
療福祉大

○秋田
大

○国際
医療福
祉成田

○国際
医療福
祉大

○自治医
大さいた
ま（北水
会記念）
○東邦大
医療C大
森

（北水会
記念）

○国際
医療福
祉大
○自治
医大さ
いたま

○昭和
医大

○国際
医療福
祉成田

○日本
医大

○科学大
○獨協医
大

○国際
医療福
祉成田

○東京
慈恵会
医科大
○東京
慈恵会
医科大
柏病院

○国際
医療福
祉大
〇関西
医大
○自治
医大さ
いたま
○国際
医療福
祉成田

○東京医
大

○科学大
○獨協
医大

○自治
医大

筑波大学附属病院 4 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4

県外プログラム ○東大 ○科学大
○防衛
医大

○慈恵
医大

○東京医
大

○科学大 ○東大

筑波大学附属病院 - - 3 基幹 ○

県外プログラム

筑波大学附属病院 9 2 9 ○ ○ ○ ○ ○
○日製多
賀ＣＬ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ 〇 ○

筑波記念病院 2 0 2 ○ 基幹 4

筑波メディカルセン
ター病院

3 1 3 ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ 1

土浦協同病院 6 0 6 ○ 基幹 ○ ○ 1

県外プログラム

○東京医
大

○東京警
察病院

○船橋
市立医
療Ｃ
○東京
医療Ｃ
〇済生
会宇都
宮

○湘南
鎌倉総
合

○帝京
大

○会津
中央
○武蔵
野赤十
字

○自治
さいた
ま

○日本
医大
○日大

○聖路
加国際

○科学大

○日本
医大
○聖路
加国際
○東京
医大八
王子

○日本
医大

○科学大

○昭和
医大
○順天
堂大学
練馬

筑波大学附属病院 5 2 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ 4

県外プログラム
〇昭和
医大

〇昭和
医大

○日本
医大
○日医
大千葉
北総
○日医
大武蔵
小杉

○科学大
○東京
医大

◯科学
大

○新東
京

○新東
京

○東京医
大

○日大
○日医
大武蔵
小杉

○自治
医大

○新東
京

筑波大学附属病院 5 1 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

筑波記念病院 2 0 2 ○ ◯ ◯

○霞ヶ浦
リハビリ
テーショ
ン整形外
科CL

基幹
○有田内
科整形リ
ハビリCL

4

県外プログラム
○防衛医
大

○帝京
大

○科学大
○東京女
子医大

臨床
検査

筑西・下妻 古河・坂東土浦

R7
募集
定員

R7
採用
者数

R8
募集
定員

内科

鹿行

救急科

泌尿
器科

診療
領域

連携施設もしくは関連施設

基幹施設

耳鼻
咽喉科

病理

取手・竜ケ崎

形成
外科

リハビリ
テーショ
ン科

水戸 日立 常陸太田・ひたちなか

産婦
人科

つくば

外科
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友
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（
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・
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連

携

施

設

数

筑波大学附属病院 8 4 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ 9

東京医大茨城医療セン
ター

2 2 2 ○ 基幹 6

県外プログラム ○科学大

◯東京
女子医
科大
○東女
医大足
立医療
C

◯虎の
門病院
○国立
がん研
究Ｃ中
央

○東大

○東京
医大

○科学
大

水戸協同病院 3 0 3 ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土浦協同病院 3 0 3 ○ 基幹 ○ 9

筑波大学附属病院 17 10 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

県外プログラム

○新潟大
○新潟市
民

○長岡中
央綜合
○長岡赤
十字

○魚沼基
幹病院
○国際医
療福祉大

◯埼玉
医科大
○東大
○横浜
労災

○国際
医療福
祉大

○東京
歯科大
市川総
合

○慶応
大

○国際
医療福
祉大
（大洗
海岸病
院）

◯埼玉医
科大
○東大
○横浜労
災

○都立多
摩総合医
療C

○太田西
ノ内

○昭和医
大

○新座志
木中央
○朝日大

○帝京大
○上尾中
央総合
〇総合南
東北病院

○杏林
大

○東海
大

○東大
和

◯順天
堂大
○順天
堂大浦
安

○順天
堂大静
岡

○東京医
大

○科学大
○東京ベ
イ・浦安
市川医療
C

○同仁病
院

○東京
医大
○横浜
市大市
民総合
医療C
○戸田
中央

○東京
女子医
大

○東名
厚木

○科学
大

○東京
ベイ・
浦安市
川医療
C

○同仁
病院

○自治
医大

○国際
医療福
祉大
（湖南
病院）

○自治
医大

県立こども病院 5 5 5 〇 〇 基幹 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇

土浦協同病院 6 0 6 ○ 〇 〇 〇 基幹 ○ ○ 7

筑波大学附属病院 10 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県外プログラム

〇千葉
市立海
浜

○科学
大

〇東京
女子医
大

○順天
堂大

○川口市
立医療Ｃ
○科学大

○日医
大

○東京
医大

○川口
市立医
療Ｃ
○科学
大

○東京
北医療
Ｃ

○自治
医大

筑波大学附属病院 18 3 18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ 10

東京医大茨城医療セン
ター

4 0 － 基幹 3

県外プログラム
○杏林
大

○科学大

〇都立
アカデ
ミー駒
込

○聖路
加

○国際
医療福
祉大成
田

○帝京
大

○東京
医大

○国際
医療福
祉大成
田

○科学
大

筑波大学附属病院 7 3 7 ○ ○ ○ ○
○水戸
メンタ
ルＣＬ

◯大原
神経科 ○ ○ ○ 基幹 ○

◯とよさ
と

○つくば
ねむりと
こころの
ＣＬ

○ ○
○朝田病
院 ○ 1

県立こころの医療セン
ター

2 0 2 基幹 ○
○水戸
メンタ
ルＣＬ

○ ○

栗田病院 2 0 2 ○
○こころ
のクリ
ニック水
戸

基幹 ○

丸山荘病院 4 0 4 基幹 ◯ 3

ホスピタル坂東 2 1 2 ○
○とよさ
と

1

県外プログラム

○福岡
大

○多摩
総合

○埼玉医
大

○昭和
医大烏
山

○昭和
医大横
浜市北
部

○科学
大（大
原神経
科）
○杏林
大（大
原神経
科）

○のぞえ
総合心療
病院

○慈恵
医大
○慈恵
医大柏

○成仁
○東京
医大
〇西八
王子病
院

○昭和
医大烏
山

○昭和
医大横
浜市北
部

○久留
米大

〇防衛
医大
○福岡
大

○日本医
大（とよ
さと病
院）

◯学而
会木村
○東京
医大

○東京女
子医大

○東京
女子医
大

○東京医
大（朝田
病院）

〇成仁
病院
（下館
病院）

筑波大学附属病院 6 5 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯ ○ ○ 基幹 ○ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4

東京医大茨城医療セン
ター

2 1 2 基幹 4

県外プログラム

○獨協
医大
○日本
医大
○昭和
医大
○杏林
大

〇昭和
医大藤
が丘
○慈恵
医大

◯東北
大

○慈恵
医大
○防衛
医大

○東京
医大

○科学
大

◯獨協
医科大

○昭和
医大

○自治
医大

土浦協同病院 5 1 5 ◯ ◯ 基幹 〇 23

筑波大学附属病院 8 4 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ 16

県外プログラム
○山梨
大

◯順天
堂大
○国際
医療福
祉大

○埼玉
医大国
際医療
C

○杏林
大

○杏林
大

○聖マ
リアン
ナ医大

○東京
女子医
大

○科学
大

○科学
大

○杏林
大

○日大
○科学大
○旭中央

○自治医
大

○獨協医
大埼玉医
療Ｃ

○千葉大
○東京女
子医大
○国立循
環器病研
究Ｃ

○獨協医
大

○群馬大
○横浜市
立

○産業医
大

○東京
医大

○東京
女子医
大

○科学
大

○東京女
子医大

○自治
医大

○東北
大

○群馬
大

○自治
医大

○名古
屋大

筑波大学附属病院 13 4 13 ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ◯ 2

東京医大茨城医療セン
ター

2 0 2 基幹 6

県外プログラム
○太田
西ノ内

○順天
堂大浦
安

○東京
臨海

○東京
医大

○東京
医大
○戸田
中央
○東京
警察病
院

○松波
総合

○東京女
子医大

○科学
大

麻酔科

診療
領域

基幹施設

皮膚科

古河・坂東取手・竜ケ崎 筑西・下妻

R7
採用
者数

鹿行

放射
線科

土浦水戸

R7
募集
定員

日立

R8
募集
定員

常陸太田・ひたちなか

連携施設もしくは関連施設

整形
外科

精神科

脳神経
外科

小児科

眼科

つくば
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ー

病

院

筑

波

学

園

病

院

水

海

道

さ

く

ら

病

院 東

京

医

大

茨

城

医

療

セ

ン

タ
ー

牛

久

愛

和

総

合

病

院 つ

く

ば

セ

ン

ト

ラ

ル

病

院

Ｊ

Ａ

と

り

で

総

合

医

療

セ

ン

タ
ー

総

合

守

谷

第

一

病

院 県

立

医

療

大

学

付

属

病

院

龍

ケ

崎

済

生

会

病

院 池

田

病

院

取

手

北

相

馬

保

健

医

療

セ

ン

タ
ー

医

師

会

病

院

利

根

町

国

保

診

療

所 セ

ン

ト

ラ

ル

総

合

ク

リ

ニ
ッ

ク

県

西

部

メ

デ
ィ

カ

ル

セ

ン

タ
ー

協

和

中

央

病

院

大

和

ク

リ

ニ
ッ

ク

生

き

い

き

診

療

所

・

ゆ

う

き

友

愛

記

念

病

院

茨

城

西

南

医

療

セ

ン

タ
ー

病

院

茨

城

西

南

医

療

セ

ン

タ
ー

病

院

附

属

八

千

代

診

療

所

古

河

赤

十

字

病

院

総

和

中

央

病

院

県

外

連

携

施

設

数

城南病院 2 0 － 〇 基幹 2

筑波大学附属病院 10 5 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑波メディカルセン
ター病院

2 0 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ 基幹 ○ ○ ○ ○ ○ 1

北茨城市民病院 2 0 2 ○ 〇 ○ ○ 基幹 ○ 〇

東京医大茨城医療セン
ター

12 4 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基幹 ○ 11

水海道さくら病院 6 1 6 基幹 ○ 16

県外プログラム

◯川崎医
療生協久
地診療所
○聖母病
院

○河北
ファミ
リーCL南
阿佐ヶ谷
○八戸市
立市民
○浦添
○聖マリ
アンナ
○順天堂
大

○防衛医
大

○栄町
ファミ
リーCL
○石川記
念会HITO
病院

○聖母病
院

○川崎市
立多摩

○聖母
病院

○聖母病
院

○自治医
大

○科学大
○島根県
立中央病
院

○自治
医大
○科学
大

○多摩
北部医
療セン
ター
○東京
女子医
大

○静恒
会本多
病院

○自治
医大
○東京
北医療
Ｃ

○市立
奈良
○練馬
光が丘
○区立
台東

◯日大
板橋
○上尾
中央総
合

○東京
女子医
大

○慈恵
医大第
三

○聖母
病院

○柏厚
生総合

○聖母
病院

○東京女
子医大
○慈恵医
大第三

○自治
医大
○東京
北医療
Ｃ

○市立
奈良
○聖母
病院
○科学
大

○練馬
光が丘
○区立
台東

○東京
医大
○順天
堂大
○石川
記念会
HITO病
院

○前橋
協立診
療所

○桜新
町アー
バンCL
○千葉
大

○都立
広尾病
院
○NTT
東日本
病院
○同善
会CL
○静恒
会本多
病院
○豊田
地域医
療セン
ター
○藤田
医大
○藤田
医大ば
んだね
病院

○飯塚
○桜新
町アー
バンCL
○同善
会CL
○飯塚
病院

○聖母
病院

○聖母
病院

○自治
医大

○国立埼
玉

○自治
医大

○自治
医大

取手・竜ケ崎つくば土浦鹿行

連携施設もしくは関連施設

古河・坂東筑西・下妻

R7
募集
定員

基幹施設

総合
診療

R7
採用
者数

R8
募集
定員

水戸

診療
領域

日立 常陸太田・ひたちなか
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